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[ 研究概要 ]
○X線回折を用いた３次元残留応力の非破壊評価

　現場でも使用できるX線回折法を用いて、部材表面の残留ひずみを非破壊に測定し、逆問題解析により部材

全域の残留応力分布を評価します。

〇物体の質量分布・内部形状評価

　回転慣性モーメントを測定することにより、物体の質量分布・内部形状を非破壊に評価します。

○到達温度の推定

　材料に到達温度を記憶させることにより、温度のその場観測が困難な場合でも、後からその到達温度を推

定することができます。

[アドバンテージ]
　X線回折を用いた３次元残留応力評価法は、中性子や放

射光などの大掛かりな装置を必要とせず、現場での評価が

可能です。また、必要なパラメータは、対象物の「ヤング率」、

「ポアソン比」、「部材形状」のみであり、溶接、溶射、熱処理、

表面改質など、残留応力が生じる複雑な過程を考慮する必

要がありません。本手法は、「2014年度 日本機械学会奨励賞

（研究）」、「マザック高度生産システム優秀論文賞」としても

評価されています。

[事例紹介]
　主にステンレス製溶接平板や溶射コーティングを施した

溶射円筒材料に対して、深さ方向の３次元残留応力の推定

を行ってきました。本手法は、溶接配管や異材接合材料をは

じめ、表面残留ひずみの測定可能なあらゆる部材に対して

適用することが可能です。残留応力の推定値は、有限要素法

により算出するため、FEMを用いたき裂の進展解析にも反映

させることができます。
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